
 

令和６年度 第２回長岡警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和６年９月25日（水）午後２時00分から午後３時30分まで 

開催場所  長岡警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数15人）
 

 

田中（康）会長  酒井副会長 

石曽根委員    伊藤委員  葛綿委員 

佐藤（央）委員 佐藤委員    須栗委員 

丸山委員    吉住委員 
            

（会長・副会長以下50音順）
 

計10人 

警   察
 

小森署長   庭野副署長   

吉田地域官  本間刑事官 

恩田警務課長 中村生活安全課長 

小林交通課長  山崎警備課長 

計８人
 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和６年８月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があっ

た。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について説明があった。 

１ 特殊詐欺防止対策の強化（継続） 

(1) 年金支給日の被害防止広報 

(2) バス車内、ケーブルテレビにおける広報活動 

(3) 管内金融機関に対する講和・訓練の実施 

(4) 未然防止に貢献した金融機関等への感謝状の授与等を実施 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙（継続） 

 (1) 重要犯罪・重要窃盗犯罪対策の強化（継続） 

ア 不同意性交・不同意わいせつ事件の検挙 

イ 新潟・群馬にまたがる忍び込み事件の検挙 

 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化（継続） 

ア 新潟・富山にわたる特殊詐欺事件の検挙 

イ 少年による特殊詐欺（孫騙り）事件の検挙 

３ 交通事故防止対策の推進（継続） 

 (1) 夏の交通事故防止運動期間中における交通事故防止対策の推進 

ア 街頭指導所における交通事故防止広報の実施 



イ 街中において中高校生を対象にした自転車指導及び交通事故防止広報の実施 

ウ 商業施設における高齢者を対象にした交通事故防止広報（チラシ配布）の実施 

 (2) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進（継続） 

ア ラジオ体操場所等における児童を対象にした自転車交通安全実技指導の実施 

イ 管内小学校における自転車教室の開催 

ウ 管内中学校におけるスタントマンを活用した自転車教室の実施 

エ 管内保育園の園児に対する企業と連携した交通安全教室の開催 

オ 県外からの道の駅利用者に対する交通事故防止啓発活動（チラシ配布）の実施 

 (3) 高齢者事故防止対策 

  ア 高齢者関与の死亡事故発生に伴う緊急重点対策の実施 

  イ 高齢者参加行事会場における交通事故防止広報及び直接指導の実施 

諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。  

１ 特殊詐欺防止対策の強化（抑止３本柱対策の推進） 

 (1) 犯人から電話を受けない対策 

 (2) だまされないための対策 

 (3) だまされたとしても犯人に金を渡さないための対策 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙活動の強化 

 (1) 重要犯罪、重要窃盗犯罪の検挙活動の強化 

 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化 

３ 交通事故防止対策の推進 

  通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進 

答申 

質疑の後、長岡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ 治安情勢についての意見 

   管内の交通事故の特徴として郊外での死亡事故が多いとのことだが、郊外にお

ける取締りを強化したらどうか。 

   〇 委員ご意見のとおり、郊外の幹線道路における交通事故抑止対策は重要であ

り、特に安全速度の定着化のための主要バイパス等での交通指導取締りを今後

も引き続き強化推進してまいります。 

２ その他の意見等 

 (1) 私の知る学校周辺では横断歩道の予告標示が消えかかっている場所がある。 

児童の交通事故防止のためにも補修していただきたい。 

  〇 交通安全施設の補修については、交通実態を踏まえ補修の必要性の高いもの

から順次対応しているところであります。委員ご要望の箇所につきましては、通

学路であることから早期に現場の状況を確認した上で補修の必要性を判断し、



子どもが安心して道路を利用できる環境づくりに努めてまいります。 

 (2) 国道17号線バイパスの一部交差点で車両の逆走が起きているという話がある。 

警察として対策はしているのか。 

  〇 委員ご指摘の交差点は警察でも把握しており、道路管理者と防止対策を協議

しているほか、発生時間帯における警戒活動を行っております。 

 (3) 長岡警察署として地理的条件を踏まえた災害対応マニュアル策定の計画等はあ

るのか。 

  〇 長岡警察署独自のマニュアルはありません。基本的な行動指針は警察本部で

策定しております。 

    災害発生時に対応できるよう日常の警察活動を通じて、災害発生場所の把握

や避難場所等の把握、訓練を行っています。 

    また、参考ではありますが、災害発生時には、災害発生状況等を内閣危機管理

センター報告する体制となっており、参考で30分以内に報告しています。 

 (4) 児童生徒を犯罪から守る対策として行うべきことは何があるのか。 

   〇 警察では、登下校時の制服警察官の警ら、警戒活動及び不審者等への職質・声

掛け活動を行い犯罪の抑止に努めております。 

また、警察にはこれまでに蓄積された情報がありますので、事案発生時は断片

的情報であっても早期通報がなされるよう関係者への指導をお願いします。 

 速度等取締り指針の策定  

 交通課長から、交通事故発生実態に合わせ、10月から12月の３ケ月間、市街地は交差

点関連取締り、郊外は速度等取締りを重点的に実施する旨の指針が示され、快諾した。 

その他  

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


